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近年、徳島県内で地質関連の国指定文化財が倍増した背景には、
プレート運動論という地球科学のパラダイムの視点が、意義付けと
価値付けに反映されるようになった経緯があります。

地球のグローバルな運動、自然の物質循環システムや地球史的
なイベントの象徴として、地域のお宝が、次々と位置づけられてい
ます。

地質鉱物の記念物に限らず、地形的景観が特徴の名勝や、歴史・
考古の史跡の調査研究にも、地球科学の情報と解析手法は導入
され、分野を超えた恊働作業が大きな成果を上げています。

本講演では、最近の事例を紹介しながら、県内の文化資源を地球
科学の観点から俯瞰し、今後の展望と、国際的視野での活用の取
り組み事例についても紹介したいと思います。
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宍喰浦の化石漣痕・竹ヶ島石

阿波の土柱

大歩危小歩危

坂州不整合

「辷谷のシルル紀石灰岩」・国会議事堂大理石「曙」
「城山の花崗岩類」

西祖谷・三名含礫片岩

若杉山辰砂採掘鉱床

橅養石

阿波の青石

国会議事堂大理石
「時鳥」「加茂更紗」「淡雪」「答島」

国会議事堂大理石
「新淡雪」「木頭石」
剣山の「御塔石」

讃岐山脈の上昇

海嶺・太平洋P沈み込み
三波川変成岩上昇開始
（四国山地へ）

日本海・日本列島の形成
フィリピン海の拡大開始

黒瀬川帯ペルム紀付加体
（勝浦・木沢）

イザナギ海洋プレート時代

勝浦の恐竜
化石層

ジュラ紀付加体（剣山地へ）

ゴンドワナ大陸（南半球）

大陸塊の分裂北上

列島形成史関連イベント 「文化資源は地球史的なイベントの象徴でもある」

鳴門



揚子地塊 オースト
ラリア
地塊

「辷谷のシルル紀石灰岩」・国会議事堂大理石「曙」
「城山の花崗岩類」

古生代シルル紀（４.３億年前）の古地理と徳島の文化資源



H．剣山 （県）名勝天然記念物

【御塔石（おとういし）石灰岩延長か
らのコノドントとウミユリ化石の発見
は，３億年前の熱帯海域の生物礁
がプレート運動による付加後に、現
在の高さまで数千m押上げた歴史
を物語る】

剣山、３億１０００万
年前は海底

山頂から魚類の化石

熱帯海域で地層形
成

徳島新聞, 2007.10.03水, 朝刊
(32)社会より



7

ウミユリ石灰岩

コノドント化石
（石炭紀後期）



海溝到達
付加
（ジュラ紀，1.5億年前）

付加体の隆起
現在は剣山の頂上

H．剣山 （県）名勝天然記念物

【御塔石（おとういし）の石灰岩からのコノドントとウミユリ化石の発見は，３億年
前の熱帯海域の礁がプレート運動で1.5億年前に海溝に到達し，陸側に付加，
その後，現在の高さまで数千m押し上がった歴史を物語る】

プレート運動と海洋物質の付加：
海山，生物礁（石灰岩），チャート

低緯度温暖海域
石灰岩の堆積（生物礁）
石炭紀（3億年前）



1.5億年前
ジュラ紀

海山・生物礁

付加

揚子地塊

３億年前
石炭紀

海山・生物礁



２０１７年１１月国の文化審議会答申
２０１８年２月１３日 官報告示

徳島新聞，2013年11月

徳島新聞，2015年６月20日

朝日新聞，２０１７年11月

大歩危国の天然記念物
文化審答申地質構造を評価

徳島新聞, 2013.11.16土, 朝刊(1面)総合

大歩危国名勝に指定 文化審答申
徳島新聞, 2015.06.20土, 朝刊(1面)総合

小歩危も国天然記念物
名勝とあわせ指定へ
朝日新聞, 2017.11.18土, 朝刊(24)徳島



見所 Highlights! なぜ「大歩危小歩危」？

１．大歩危小歩危周辺しか見られない「特異な岩石の分布」

２．日本列島の成り立ちを垣間見る「大地の窓」

３．その構造と岩石が織りなす「地形」

４．世界に肩を並べる「地質」と「地形」

「褶曲」「衝上」と「V字谷」



結晶片岩の種類と起源１

海洋プレート起源

緑色片岩／海底火山噴出物

青色片岩／海底火山噴出物や泥岩

紅レン石ー マンガン
石英片岩・ ・ ・ ・ ・ ・ チャート

石灰質片岩／石灰岩（ サンゴ礁）

変成岩 元の岩石（ 原岩）

（ 塩基性片岩）

A C

GR2

GR1

:

新旧二階建て構造

1998)



V

GR2 

GROUP 1

GR1
GR2

GR1

GR2 after Hara et  al. (1992)

(1998)

大歩危のV字谷と含礫片岩：�
四国山地の上昇 vs 吉野川の浸食の争い�
地下15 km〜の高圧下で変形した礫が吉
野川の河床に出現！！��

吉野川の浸食	 

下流へ	 

含礫片岩の地層の傾き	
上流（手前：南）側へ	 

GR2	ドーム	 

・含礫片岩の目視的変形断面
（地下深部での沈み込み変形の視覚イメージ）
（堆積岩から変成岩へ）
・地層の傾斜とその変化
（地盤の傾動隆起）
・ドーム状（複）背斜構造・・・３Dイメージ
（フィールド追跡調査・計測：平面図と断面図）
・砂礫質ユニットと塩基性・泥質ユニット二階建
（硬岩と軟岩の差別侵食）
・硬岩の隆起と吉野川の横断
（狭く深く下刻： V字谷地形と岩相分布の一致）



NW

SE

1967)

2010

４．世界に肩を並べる「地質」と「地形」

・アルプスのデッケ構造・地窓との比較

・ドナウ横谷（カルパチア山脈横断）との比較
（アイアンゲート国立自然公園）
（狭窄部はダム建設で水没）

・大歩危小歩危のダム建設計画
（地域住民は自然景観の維持を選択）
（このたびの名勝指定へ）



V

いざ！
「 大歩危・
小歩危」

大歩危小歩危の見所

・V字谷
（砂礫質片岩の分布と一致）
・背斜構造軸部と両翼の傾斜の変化
（目視できる）
・砂礫質片岩の節理
南北で垂直：吉野川の流路を誘導
岩盤の崩落・・・大歩危・小歩危
の地名の由来



古い時代の渦流侵食	 

残留突起	 

岩盤の隆起	 

水面より８m近い高所に！	 

「大歩危」	 



沈み込みによる温度圧力履歴の違いと巨視的特徴の変化イメージ
先端程、熱・圧力履歴が長大で、変形と再結晶が進行

海洋プレートの沈み込み
速度〜10 cm/年

座屈？
スタック？

小歩危 大歩危 四万十帯

微褶曲
石英脈
片理の癒着
堆積構造喪失

礫の扁平化（片理形成）
層理の剥離性
堆積構造残存

層理の剥離性
堆積構造残存

N S

温度・圧力増加

微褶曲・石英脈
層面片理の癒着
堆積構造喪失

堆積構造残存
礫の扁平化（片理形成）
層理の剥離性

層理の剥離性
堆積構造残存

プレート沈み込みによる堆積岩から変成岩への一連の変化



徳島新聞，2010,11,20読売新聞，2010, 11, 20

「坂州不整合」天然記念物に
文化審答申

日本列島造った地殻変動
読売新聞,2010.11.20土, 朝刊(33)地域

那賀町の地層「坂州不整合」
国記念物指定を答申

文化審列島形成の過程示す
徳島新聞, 2010.11.20土, 朝刊(1面)総合



不整合

坂州不整合はペルム紀付加メランジュと，
三畳系浅海相の不整合



整
合

不
整
合

古い地層と新しい地層の堆積の間に時間的に大きな不連続がある．
時間的な不連続（地層の欠如）の間に起こった地殻の変動を物語る．

地殻の変動： 環境の変化
古い地層が隆起し，侵食された後に，新しい地層が堆積．

不整合とは



「坂州不整合」



Hirose 

Formation

寒谷層柱状図「坂州不整合」
の見所

４．ジュラ紀斜面堆積層
不整合・基底礫岩

３．三畳紀浅海陸棚層
の基底礫岩と波浪堆
積物

２．不整合・基底礫岩

１．ペルム紀付加体混
在岩層（メランジュ）

基底礫岩

ペルム紀層

三畳紀層

ジュラ紀層



現地に設置された「坂州不整合」の巨大な解説板
（2012年3月設置，幅5m以上．パノラマ写真入りで解説．）

新たなパラダイムと文化資源の意義

「坂州不整合」は地質学の重要な概念である不整合の典型で、古生代末のプレート
造山−付加体形成運動の終焉を象徴する事変として、研究の歴史とともに意義付け
られた。



古生代ペルム紀層と三畳紀被覆層の不整合

西南日本外帯

西南日本内帯

坂州不整合の発見（１９５３）は
古生代末〜中生代はじめの
地殻変動が内帯から外帯まで
及んでいたことを
示す証拠とされた．



勝浦の白亜紀層は構造的最上位に

白亜紀青石変成岩

ペルム紀付加体

ペルム紀付加体

ジュラ紀付加体

ペルム紀付加体

勝浦白亜紀層

ペルム紀付加体外座層

隆起侵食
切り離し

A C

GR2

GR1

内帯 外帯

御祓山不整合 坂州不整合

プレートの沈み込み・付加運動が活発化
青石変成岩の上昇開始・付加体の削剥
内帯と外帯の付加体分布切り離し



28

「水流の方向はどのように求めるのですか。」「他に例はあるのですか。」「水流漣痕を調べるこ
とで、国際的視野で、どのようなことがわかるのですか。」と熱心にご質問をいただきました。

「はい、興味深くご覧頂き、本質的なご質問をありがとうございます。」

「世界の各地には固有の水流漣痕が報告されており、各時代のグローバルな情報を、系統的
に把握することで、海洋水の3Dでの循環経路の解明に、また地球環境の変遷の解明に貢献
できましょう。」

「堆積構造と底生生物の生痕や本体化石の情報から、化石漣痕の形成年代と形成環境が総
合的に解明できるのですね。」

「ご推察の通りです。加えて、有人潜水艇で、日本海溝深部の様子が観察されたことは、化石
漣痕の形成環境解明に大きな手がかりとなりました。まさに、『現在は過去の鍵』であります。」

今上天皇が、

国指定天然記念物「宍喰浦の化石漣痕」
をご覧になりました。

（２０１８年６月２７日、徳島県海陽町宍喰
浦）

「当時の海溝付近の深海底の様子ととも
に、プレート運動による日本列島の地盤
の生い立ちと地殻変動を物語る、まさに
『自然の碑（いしぶみ）』とも例えることがで
きましょう。」

「２０１８行啓行事」

国指定天然記念物「宍喰浦の化石漣痕」



阿波の土柱
★

剣山
★

★加島

★宍喰漣痕

辷谷★

那賀・高の瀬峡上流の岩壁
１.６億年前の水流痕跡化石
徳島新聞. 2020.12.12朝刊

★
坂州不整合

大歩危
小歩危★



砂岩層の裏面には底生生物の生痕化石や流痕・荷重変形痕が



「大歩危小歩危」

「宍喰浦の化石漣痕」



Walker, 1966
Walker, 1977

海底扇状地と底層流

陸棚

河口デルタ

海溝

海底扇状地

陸棚

海底扇状地末端
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底層流



４５００万年前
新生代古第三紀

Isozaki et al., 2015

宍喰浦の化石漣痕
形成当時の古環境



　古い 
地すべり土塊 

（ナマズヶ岡）	 

滑落崖上の遊歩道安全管理 
二次崩落リスク対応が重要	 

2015年　９月29日現在	 

植生管理後の「阿波の土柱」	 

２０１５年８月２８日現在	 

国指定「阿波の土柱」 
隆起扇状地の斜面崩壊に始まった風化浸食作用の産物
で、経年的に変化し続ける趨勢にある。 

植生管理や斜面の安全危機管理とともに、 

地形的発達段階を理解するためには、近隣の物件全体
を視野に入れて保護し、紹介することが肝要。	 

搬出完了

埋積土砂の流出	 

定期的な搬出	 

２０１５年８月２８日現在	 

２００４年 
崩落箇所	 

再浸食進行中	 

　古い 
地すべり土塊 

（ナマズヶ岡）	 

「阿波の土柱」再生に向けた植生管理後の土砂の流出・再浸食	 



土柱の中腹には白い火山灰層（土柱テフラ）が挟まれており、100万年前と年代測定されて

います。九州の噴火で、１００万年前に降り積もり、土柱層の年代の決め手となっている。
当時、背後では中央構造線の活動に伴い、讃岐山脈が隆起し、大量の土砂が吉野川谷に
向かって扇状地を形成したことを物語っています。

植生管理後の「阿波の土柱」	 

２０１５年８月２８日現在	 

国指定「阿波の土柱」 
隆起扇状地の斜面崩壊に始まった風化浸食作用の産物
で、経年的に変化し続ける趨勢にある。 

植生管理や斜面の安全危機管理とともに、 

地形的発達段階を理解するためには、近隣の物件全体
を視野に入れて保護し、紹介することが肝要。	 

土柱テフラ（降下火山灰）

猪牟田（ししむた）
ピンクテフラに対比

九州の噴火で、
１００万年前に降下、堆積。

土柱層の年代の決め手と
なっている。
森江ほか（２０１０）



1998)

上昇
★
阿波の土柱



「すばらしい景色ですね。
土柱とともに，徳島平野の成り立ちや歴史をぜひここからも紹介して下さい。」

2015年9月29日

西林基線

高越山 四国のへそ（測地原点）はここにあり！
地理院の地図づくりは明治時代に西林から始まった。
（一等三角点）

三角測量

「高越山と竜王山の
石の投げ合い」物語も

原点



若杉山辰砂採掘遺跡
（国史跡2019）

日本最古の水銀朱鉱山遺跡を
地質学から読み解く

−地質学と考古学のコラボに向けて−



四国地方土木地質図(1998)に加筆

若杉山遺跡群

津乃峰窟遺跡群

鶴林寺

太龍寺

丹
生
谷

奥の谷遺跡

付加帯の分布と
赤色顔料遺跡群の分布

１．何故，辰砂が若杉
山に産するのか
秩父南帯ジュラ紀付加体メランジュ

石灰岩・チャート・海底火山噴出物分布地帯



若杉山遺跡のチャートは２億年前
の低緯度深海底堆積物

三畳紀放散虫・
海綿骨針



石炭紀型紡錘虫（Beedeina sp.)

コケムシ縦断面

若杉山石灰岩を用いた石臼

若杉山遺跡と石臼の石灰岩は３億
年前の熱帯の礁生物化石を含む



“海洋プレート層序”って
何だ？！

海山，礁（石灰岩），チャー
ト（３〜２億年前）は
海洋プレートで海溝へ到着
陸側へ付加（1.5億年前）

海洋プレート起源ご一行様

若杉山は付加体メランジュ（１.５億年前）
マグマから熱水HgS脈が貫入（１４００万年前）

礁石灰岩
深海チャート



H2O
SOx Hg

SiO2

Hg

S

H2O

HgS脈

HgS脈の析出

SiO2

Hg

S

H2O

HgS脈

HgS脈

SiO2

Hg

S

H2O

石英脈
の貫入
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地表

辰砂脈
HgS

累被縞状脈
の形成

岩盤の破砕

割れ目が地表に達すると



　　　　　　　　　　　　　若杉山・寒谷の辰砂を伴う熱水脈鉱床と母岩	
	
・貫入脈	(Intrusions) 	 	 	母岩	(Host	rocks)	
	
・辰砂脈 	 	 	 	 	石灰岩	

HgS	+	H2O 	 	 	 	 	Limestone	(CaCO3)	
	
	
	
	

	 	 	 	 	 	チャート	

	 	 	 	 	 	Chert	(SiO2)	
	
	
	

	 	 	 	 	 	水中自破砕玄武岩	

	 	 	 	 	 	（ハイアロクラスタイト）	
	 	 	 	 	 	Hyaloclas te	

	
	 	 	 	 	 	 	 		

・辰砂石英脈 	 	 	 	石灰岩　	
HgS	+	SiO2	+	H2O 	 	 	 	Limestone	(CaCO3)	
	
	
	

	
	

	 	 	 	 	 	チャート	
	 	 	 	 	 	Chert	(SiO2)	

	

	
	
	
	
	

・含辰砂石英酸化鉄脈 	　 	 	石灰岩	
HgS	+	FeS・FeO(OH)	+	SiO2	+	H2O	+	S 		Limestone	(CaCO3)	
	
	

!

!

熱水脈は、混在岩層に含ま
れる３〜２億年前の石灰岩や
チャートなどの母岩の割れ目
に、辰砂脈や、辰砂を伴う石英
脈、辰砂を伴う酸化鉄脈として
産します。

従来、若杉山の辰砂は、
石灰岩に付着する辰砂鉱石

のみが知られ、定説とされてい
ましたが、
石英脈を伴う辰砂鉱石、
酸化鉄脈に伴う辰砂鉱石、

チャート母岩に付着する辰砂
鉱石
などが新たに確認されました。

「多様な母岩に、多様な段階の
辰砂熱水脈が貫入・形成して
いる」

「若杉山の辰砂とは？」 ２
母岩の種類と辰砂鉱石の産出状況



辰
砂
石
英
熱
水
脈
貫
入
推
定
範
囲

掘削状況の確認
石灰岩平場の南北壁
（熱水脈の貫入面の発掘）

石
英
網
目
状
脈
の
貫
入
で
角
礫
化
し
た
石
灰
岩

酸
化
鉄
方
解
石
脈

辰
砂
脈

辰砂脈は、石英脈や酸化鉄脈とともに
累被縞状脈を形成

若杉山標本（徳島県立博物館所蔵）



携帯型蛍光X線分析装置（pXRF) による
露頭の Hg 値計測
（チャート採掘坑内の石英脈貫入破砕部）

2-7

2-8

石英脈破砕部

赤色チャート

Hg: 320 ppm

Hg: 3 ppm

高Hg箇所の紫外線蛍光反応



トレンチ土壌からの辰砂粒子の抽出

石杵

南口トレンチ土壌	

石英脈を伴う辰砂粒子	

石灰岩平場 チャート坑

レーザーアブレーション分析・分析電顕
により辰砂（HgS） と同定

トレンチ土壌を
数㎏
洗ってみる

辰砂の色の違いに関して、森添遺跡出土の「赤い朱」と「黒い朱」の分析（志賀2011）によれば、
全て辰砂であった。一方、丹生鉱山の黒い朱は、X線回折で、黒辰砂と同定されている。

重鉱物の分離



潮越海岸のひん岩・ランプロファイヤー
円礫（上）

蔵本庄・若杉山・津乃峰遺跡産のひん
岩・ランプロファイヤー円礫製石材（下）

A地点: 海岸北部
ひん岩露頭下ひん岩

花崗岩
ランプロファイアー
ひん岩

C

鹿浦越・潮越海岸
ランプロファイヤー
ひん岩 1.4千万年前



★
剣山

石鎚山★
瓶ヶ森★

大歩危

石杵は何処から？

四国地方土木地質図（1998)に加筆

潮越海岸の玢岩礫

若杉山
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灘：御影石
中世

阿波：大理石
近代

20番鶴林寺

21番太龍寺

若杉山遺跡のある太龍寺山周辺には、南北朝時代には、六甲山地から御影石製の遍路道の
道標（丁石）がもたらされ、近代には大理石の石材産地としても知られています。

太龍寺山周辺の石材



多宝塔正面礎石の大理石

太龍寺の礎石と採掘跡

三重宝塔跡の礎石の大理石

多宝塔 柱の礎石の大理石

作成途中の礎石
いわや道採石跡

作成途中の礎石
いわや道採石跡
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徳島県産の国会議事堂大理石

大理石はプレート運動の置き土産

「こちらに使われている大理石は

徳島県阿南市から切り出されたものです．」
（参議院）



天皇御休所の
「時鳥」一枚岩

阿瀬比峠を下り

答島港への搬出
に使った
５頭立て馬車の
車輪金具
（田中家蔵）

矢
橋
大
理
石
（岐
阜
大
垣
）で

加
工
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5万分の１表層地質図
「阿波富岡」（1979）の一
部に加筆

5万分の１表層地質図
「桜谷」（1980）の一
部に加筆

徳島県産
国会議事堂大理石産地

Loc.2

Loc.4

Loc.7

「木頭石」

「曙」

「淡雪」 「時鳥」

「加茂更紗」

「答島」

「新淡雪」

太龍寺

鶴林寺



県産の大理石材は「プレート運動の置き土産」

東京国立博物館本館（上野）正面階段とホール
壁面の「時鳥」（阿南市阿瀬比町産）．

帝冠様式：渡辺仁設計． 1881（明治14）年竣工，
関東大震災で被災し，1938（昭和13）年修復・再
建の際に「時鳥」が用いられ，現在に至る．

国会議事堂・国立博物館など日本の
歴史的重要建造物に多用された実績。



加茂谷地域の地質と石材産地
黄色はチャート，
青は石灰岩（大理石）
緑は砂岩・泥岩

今後の活用に期待すること
鶴林寺〜太龍寺
遍路道周辺には

若杉山辰砂採掘遺跡
加茂宮の前遺跡
太龍寺礎石・国会議事堂
大理石採掘跡
御影石製丁石
火打石（チャート）採掘跡
鶴林寺石畳

石灰岩：微小陸貝ビオトー
プ
塩基性岩：ナカガワノギク
自生地（那賀川河床）
などが分布
（ジオ・バイオ・歴史・文化・
産業トレイルコースと拠点
情報センターの提案）

20番鶴林寺

21番太龍寺

若杉山
辰砂採掘遺跡

国会議事堂ほか
大理石採掘跡

白亜紀
礫岩石畳

江戸期火打石（チャート）
採掘跡

石垣
チャート採掘跡

太龍寺礎石
石灰岩採掘跡

御影石製丁石

石灰岩： 微小陸貝（アナンムシオイ他）ビオトープ
塩基性岩： ナカガワノギク生息地（那賀川河床）

加茂宮の前遺跡



地域を象徴する地質鉱物と動植物や生息環境を中心に野外巡視コー
スを設定し、展示解説に沿って巡回することで、自然とふれあう体験を
通じた総合的な学習や観光につなげる企画は、欧米を中心に盛ん。

アルプスのジオトレイル・ジオパーク例（Triassic Park)



勝浦の恐竜化石層

付加体と被覆層
（黒瀬川帯ペルム紀付加体の層序構成）
勝浦の白亜紀デルタ層は
ペルム紀付加体を覆い
構造的に最上位

勝浦

中央構造線

古い付加体
最上位

新しい付加体が
構造的下位に

新しい付加体が
構造的下位に

なぜ勝浦地域から恐竜化石が見つかるのか？



地質断面図

前期白亜紀の古地理
日本海形成以前

勝浦の白亜紀層は構造的最上位に

プレートの沈み込み・付加運動が活発
背後で青石変成岩の上昇開始・付加体の削剥
内帯と外帯の付加体分布切り離し

勝浦

手取

白亜紀青石変成岩

ペルム紀付加体

ペルム紀付加体

ジュラ紀付加体

ジュラ紀付加体ペルム紀付加体

勝浦白亜紀層

勝浦白亜紀層

付加体の隆起

篠山

篠山など

釜山

ジュラ紀末付加体



海山

大陸側

大洋側

（新） 中生代 白亜紀
ジュラ紀
三畳紀

（古） 古生代

海溝

池田 大豊大歩危 海底火山や
サンゴ礁，
チャートは
海洋プレートで
海溝へ

GR2

GR1

? ビーチグラベル
ビーチロック
サンドバー（バリア）
波漣痕

沼沢・潟
石炭

氾濫原
カリチェ

デルタ

湖

湾

手取
慶尚盆地

勝浦

勝浦白亜紀前期頃の古環境



勝浦の白亜紀前期層：堆積サイクルと古生物

汽水貝

植物化石・石炭
恐竜・亀・淡水貝

海生貝

汽水貝

アンモナイト・放散虫

アンモナイト・放散虫

アンモナイト・放散虫

海生貝

海生貝

海生貝

植物化石・石炭

植物化石・石炭

海進

海進

デルタの前進

デルタの前進

海退

海退

砂州の前進

海進

陸
域

海
域

・なぜ勝浦からは陸生や海生の生物化石
が連続的に産するのか？・・・海水準変動



８．新たな恐竜化石発見に向けて・・・何処を探せば恐竜の化石が見つかるの？
・石灰質のコンクリーション（ビーチロック? Or カリーチェ caliche?）
・赤色礫岩層準・・・白亜系最下部のみ・・・陸成層
・当時の泥湿地の地層
・波漣痕のある干潟の地層

コンクリーションは ビーチロック? Vsカリーチェ？
チャート礫、潮下帯二枚貝Costcyrenaとの共産 vs乾裂・乾燥気候の状況証拠は未確認

ビーチロック?

Vs

カリーチェ？

波漣痕と生痕Foot print?層準（上部羽ノ浦層下部）・・・潮間帯汽水干潟

ヒグマ足跡（アムール川岸）波漣痕のある地層に規則的な大きな穴が！？恐竜の足跡？！

？

？





現地保存・現地見学が基本



世界自然遺産ドロミテ山地 

（イタリア南アルプス）
ジオトレイルのトレッキングコースと案内表示 
ガイドブック（研究論文）そのもの 

イタリア南アルプス（ドロミテ山地）

保護
保存

調査
研究

指定

活用

ご清聴ありがとうございました

最近の事例を紹介しながら、県内の文化資源を地球科学の観点から俯瞰し、
今後の展望と、国際的視野での活用の取り組み事例についても紹介。




